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前期後半のスタート

短い夏休みが過ぎました。なにはともあれ全員が大きな事故やけがもなく、無事今日を迎えられた

ことをうれしく思います。今年は家で過ごす時間が長く、自分が決めたことややりたかったことなど、

物事にじっくり取り組めた夏だったのかなと思います。いずれにしても何十年先になってもけっして

忘れることのない夏であったように思います。

学校が再開されるにあたって、確認したいことが二つあります。

一つ目です。コロナの感染に関しては、これをしていれば絶対に大丈夫ということは、今のところ

ありません。ただし、感染の危険性を確実に減らすことができることが、すでに明らかになっていま

す。だれでもできる次の３つのことを全員が当たり前のようにして行うことが今、求められています。

① マスクの着用。熱中症防止のためや食事の時などでマスクをしていられない時はあります。そう

いう時には大きな声を出したり、ましてやくしゃみやせきなどは絶対にしないようにしましょう。

② 手洗いの徹底。学校では手に触れるものすべてを消毒することはできません。そして、自分では

気づかないうちに、手で口や鼻・目に触れることで感染のリスクは高まります。常に自分の手を

清潔に保つことが大切です。

③ 健康の管理。常に自分の体調に関心を払って（毎日の体温チェックも続けていただきます）、健

康的な生活を送ってください。少しでも体調のすぐれないときは無理をせず、学校を休むことが

必要です。

今までも何度も指摘されてきたことですが、これらのことをもう一度みんなが意識を高くもって実

践していきたいと思います。校内の換気は十分にこれからも行っていきます。（どうしても密集だけ

は、完全にはなくなりませんが・・・）

二つ目です。コロナ感染はだれにでも起こりえます。

例外は一人もいません。幸い今のところは本校児童で

感染者はいません。今後、もし感染者が出たとしても、

興味本位で詮索をしたり、軽はずみに悪口を言ったり、

いやがらせをしたりなど、絶対に差別や偏見をしない

ようにしたいと思います。SNS等で、あいまいな情報

や個人情報が無責任に発信されたりすることが絶対に

ないようにしたいと思います。お互いにいたわりの気

持ちをもって、温かく接し合える仲間でありたいと願

っています。

さて、いよいよ今日から前期の後半がスタートします。今年はさまざまな制約の中で、多くの学校

行事が秋に集中しました。６年生の修学旅行、運動会、校外学習、ESDへの取り組み。コロナの今後

の感染状況しだいで、どれをどこまで実施できるかは流動的ですが、計画どおり実施でき、一人ひと

りの児童にとって、収穫の多い実りの秋となるよう願っています。
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